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ミックスドメソッドアプローチで臨んだ。ちなみに、回収された調査票は、総計
























































( Creswell＆Plano Clark.2007＝2010:5) 
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タに語らしめる”（川喜田 1986:15，54）ことをめざした。  
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テキストマイニングのソフトウェアは、研究上も汎用的であり、属性項目・選
択 肢 型 設 問 等 を 併 用 す る 自 由 回 答 の 解 析 に 適 し て い る ワ ー ド マ イ ナ ー
（WordMiner® version 1.1）を用いた。  
 
（３）調査の概要  
















調査方法は、2006 年調査、2012 年調査は、自記式留め置き法による。 















事例１ 2005年 Ａ県 障害児の母親
障害児の親の会ⓐ（学齢期の親中心。障害
の種類を問わない会。）
事例２ 2011年 Ａ県 障害児の母親
障害児の親の会ⓑ（会員制親の会。一つの
障害の幼児期の親の会）
事例３ 2011年 Ａ県 障害児の母親
障害児の親の会ⓐ（会員制親の会。障害の
種類を問わない会。学齢期の親中心。）
事例４ 2011年 Ａ県 障害児の母親
障害児の親の会ⓒ（参加型親の会、障害の
有無を問わない会。幼児の親が中心。）
事例５ 2011年 Ａ県 障害児の母親
障害児の親の会ⓓ（参加型親の会、障害の
種類を問わない会。）




































































 ２）質問紙調査  
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推進会議」「「障害」の表記に関する作業チーム」で検討後、2010 年に報告書がだされた。 
3）  「ミックスドメソッドリサーチ」は、国 内 では「混 合 研 究 法 」と訳 されている。混 合 研 究 法














トレーナー永野篤氏（㈱エバーフィールド）に 2008 年から 2 年間、基本的研修トレーニング
および第 2 章第 2 節の事例１を素材としたトレーニングを受けた。第 2 章第 2 節はその成果
の一部である。第 2 章第 3 節、第 3 章・第 4 章の「質的統合」の部分においては、トレーニ
ングを参考にして、調査対象者の「言わんとするすること（主張・エッセンス）」の抽出」にでき
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早期発見、発達の遅れた子どものスクリーニングが展開された。 























































































人口 30 万人当たり概ね 2 か所ずつを目標として実施する」とされた。 
第１章 障害児をもつ親（家族)の支援に関する政策と研究の動向 
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ス利用に向けて、ケアマネジメントにより支援する」「障害福祉サービス等の利用
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４）家族を含めたトータルな支援の萌芽  






























































































路生ら 2008、古寺 2010、一瀬 2011）。「発達障害の子どもの親」支援の研究も増

























3 1975 横塚晃一 母よ！殺すな すずさわ書店
4 1980 水上勉 生きる日々―障害の子と父の断章 ぶどう社
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                〔注〕 







２）本研究において調査を実施した A 県には医療福祉センターが置かれ、B 県には医療福祉
センター、こども病院がおかれている。しかし、県レベルに一つでは障害児支援のセンター
的機能を果たすことは難しい。また、政令指定都市 C 市には心身障害児福祉センターと療





























































































調査年 2011 2011 2005 2011 2011 2005 2005













































第２節 事例１のインタビューの統合化  
 Ｒさんのインタビューを統合すると、図 2-2-1、図 2-2-2、図 2-2-3 という３
つの“島”が形成され、それらの“表札”の関係は図 2-2-4 のようになった。 











































 全体的にみると、3 つの関係は対立と同時に関連がある。これは、R さんが S
さんを育てる中で出会った事柄に対して、アンビバレントな気持ちを抱きがちで
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なったら連絡するといいけど」って言って。  




























家族の社会的支援ニーズに関するミックスドメソッドアプローチ（川池）  54 
 
長先生と話しに行ったり、自分だけで行ったりⓘ、段階がスムーズにいけたんですよね。 































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































者自立支援法における相談支援が機能している時期とは思えない。10 年か 20 年
前と違えるかのようなものである。他の事例も、求めたニーズを受け止めなかっ

















































第 3章 子育て初期における障害児の親の社会的支援ニーズ(1) 
 





























































表3-1-1   調査の概要
 
調査対象は、障害を持つ幼児・小学生の親である。A 県、B 県の親の会 8 か所、
児童デイサービス事業所の協力を得た。調査地である A 県、B 県は、関東甲信越





相談したいこと」「親の会について」など 7 か所の自由記述欄を設けた。  
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調査票 184 票のうち、69 票の回答者は幼児の親であり、115 票は小学生の親で
あった。回答者のうち 176 人（95.7%）が母親であるが、父親だけ、または、父
母両方で記入した回答がそれぞれ３件ずつあった。回答者の年齢は、40 歳代が全
体のほぼ半数 96 人（52.2%）と最も多い。次に多いのが 30 歳代で 76 人（41.3%）
であり、20 歳代 9 人、50 歳代 1 人、無記名１名であった。子どもの年齢につい






A 県 で は ダ ウ ン 症 の 親 の 会 の 全 面 的 な 協 力 を 得 た こ と 、 B 県 で は 発 達        
障害の子どもの親が多い親の会の全面的な協力を得たことと関連する。「知的障        
害」のうち、ほとんどが、出生後まもなく障害が確定される「ダウン症」の子ど 
第 3章 子育て初期における障害児の親の社会的支援ニーズ(1) 
 






























































































ども、1 歳以下では 4 割近くが受けている。障害を診断（指摘）した機関の大半
が病院であるが、全体の 1 割ほどが、乳幼児集団健診を挙げている。障害の診断・
第 3章 子育て初期における障害児の親の社会的支援ニーズ(1) 
 



























精神障害者保健福祉手帳）については、取得している子どもが 7 割近い 1）。留意
すべきは「手帳」についても「障害福祉サービス受給者証」についても数は少な
いが、障害の診断・指摘を受けた後も、この制度の存在を知らない親がいるとい




害福祉担当」3 番目が「児童相談所」であり、「相談した経験はない」人も 2 割程
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診断等説明について 29 79 44 15 17 63 0.38
医療全般について 36 98 31 6 13 127 0.74
集団健診について 17 66 53 19 29 9 0.06
相談機関について 43 55 18 8 60 107 0.86
療育施設について 71 72 15 3 22 193 1.20
保育園、幼稚園について 60 47 15 9 53 134 1.02
デイサービス等について 27 30 5 0 122 79 1.27
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かりやすい説明〉、〈Ⓑ専門的で的確な支援〉、〈Ⓒ子育てのアドバイス〉、〈Ⓓ      
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説明 65 健診 45 相談 32 子供 43
先生 28 子供 26 先生 17 リハビリ 26
障害 28 相談 18 障害 14 施設 20
病院 22 保健師 18 話 14 親 18
検査 17 集団 15 子供 12 先生方 17
自分 17 障害 21 対応 12 療育 17
診断 17 時間 13 アドバイス 9 先生 16
子供 21 発達 13 説明 8 相談 15
不安 14 対応 9 サービス 7 通園 14
医師 11 親 8 市 7 病院 14
結果 11 病院 8 自分 7 対応 11
親 11 不安 8 親 7 安心 10
相談 11 言葉 7 保育園 7 母子通園 10
ショック 10 施設 7 具体的 6 お母さん 9









㋐ ㋑ ㋒ ㋓
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124 1  市の
友人や同じ地区の方がいた事もあり、とても親
身になって話を聞いたり対応をしてくれた。
9 2  町の
専門の医療関係の方と１対１で話ができる時
間を作ってもらえた。
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㋓ 31  とても丁寧にみてくれる。 相談 したいとき、すぐに話ができる。
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㋑ 142  手術前で色々と不安があり、 相談
したところ保健師さんが自宅まで来て健診
をしてくれました。
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第５節 “頼りになった”支援者について   
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。表 3-2-10 A.⑨」 
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本章では、「障害児者の親への調査」のうち、2006 年調査と 2012 年調査の分
析結果をまとめる。調査名、調査実施時期、調査対象、調査票配布数、回収数、
配布先、調査項目概要等は、表 4-1-1 にまとめた。  








表 4-1-1 にあるように、2006 年調査は、A 県内の、幼児から成人期の障害児者の
保護者を対象に調査を実施した。2012 年調査の調査対象は障害をもつ幼児の親で
ある。2006 年調査では、A 県の養護学校、特殊学級、障害児者施設、保育施設・
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幼稚園の協力を得て、それらの学校・施設の保護者を対象に調査を行った。2012
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第２節 2006 年調査の分析結果 
（１）基本項目の集計 
調査票配布数は 1521 票、回収数は 578 票（回収率は 38.0%）だった。回収され
た調査票は、子どもの年代の幅が大きかったので、選択肢の集計は養護学校等（現










どもが 3 歳代という回答が最も多い（表 4-2-2）。6 歳以上という回答も 1 割以上
ある。最初の相談先については、最も多いのが「病院」、次に多いのが「児童相談
所」であった（表 4-2-3）。 






表 4-2-3 相談機関           
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a.不安になった 304 103 34 15 27 647 1.42
b.障害について多くの情報がほしい 297 79 34 35 38 569 1.28
c.治るかどうか知りたい 270 75 41 57 40 460 1.04
d.家庭での育て方についての情報がほしい 235 110 53 39 46 449 1.03
e.身近な相談相手がほしい 246 96 57 45 39 441 0.99
f.どのような施設があるかの情報がほしい 252 85 59 50 37 430 0.96
g.障害なのかどうかわからない 211 93 32 106 41 271 0.61
h.このまま様子を見ていていいのだろうか 181 96 54 112 40 180 0.41













a.子どもの発達の現状を知ることができた 190 123 67 61 42 314 0.71
b.話を十分に聞いて、理解してくれた 157 144 76 64 42 254 0.58
c.安心することができた 125 145 93 89 31 124 0.27
d.障害の程度が分かった 132 106 85 113 47 59 0.14
e.子育てに対する意欲がわいた 76 156 141 63 47 41 0.09
f.今後の対応策を決めることができた 117 122 76 125 43 30 0.07
g.診断を得られた 117 101 80 135 50 -15 -0.03
h.どのような施設があるかの情報が得られた 97 124 94 121 47 -18 -0.04
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相談 60 相談 52 施設 50
不安 35 施設 28 相談 49
病院 34 情報 23 情報 44
先生 33 療育 20 療育 38
様子 25 病院 15 支援 27
発達 20 相談所 12 健診 26
情報 19 先生 11 病院 25
アドバイス 18 不安 11 サービス 22
紹介 18 保育園 11 指導 17
診断 18 保健所 11 大変 17
相談所 16 学校 8 不安 17
自分 15 アドバイス 7 アドバイス 16
保健所 15 リハビリ 7 保育園 15
リハビリ 14 家庭 7 専門 14
医師 14 児相 7 早期 14
検査 14 相談先 7 充実 13
安心 13 幼稚園 7 知識 12
家族 13 通園 6 リハビリ 11
施設 11 保健師 6 通園 11
小児科 11 紹介 5 発達 11
療育 10 紹介 5 保健所 11
































は 35、有効回答数 219 に占める割合は、
16.0％であった。キーワード「不安」
が含まれる記述のうち、典型的な回答を「統合」し、親たちが不満に思ったこと
や求めたかったことなど、“主張のエッセンス”をまとめたのが表 4-2-7 である。 
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るまで 1 か所しか相談していないのは全体の 2 割（87 人 18.0%）、4 か所～5 か所
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      表 4-2-8 キーワード「相談」が含まれる文脈 
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まれていた（表 4-2-9）。  
表 4-2-9 乳幼児期にほしかった支援  
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第３節 2012 年調査の分析結果 
（１）基本項目の集計結果  
2012 年調査においては、アンケート票を 719 票配布し、回収数は 505 票（回収
率 70.2％）であった。地域別内訳は、A 県 81 票、B 県 119 票、C 市 305 票であっ
た。 
１）回答者の子どもの属性、利用しているサービス等 
基本的項目の集計は表 4-3-1 のとおりである。 
回答者の子どもの 7 割が 4 歳以下であり、出生順位については、第 1 子である
子どものほうが、第 2 子以降の子どもより多い。障害を診断された時期は、出生 
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障害を診断 1歳代 93 18.4




　 ダウン症 66 13.1
　 発達遅滞 57 11.3
　 発達障害 185 36.6
障害分類 身体障害 41 8.1
　 重複障害 50 9.9
　 障害未確定 79 15.6
　 その他 19 3.8
　 無記入 8 1.6
　 身体障害者手帳 43 8.5
身体障害者手帳・ 療育手帳取得 265 52.5
療育手帳の取得 両手帳を取得 57 11.3
　 取得していない 135 26.7
無記入 5 1.0
受給している 279 55.2
特別児童扶養 受給していない 198 39.2




























や保健センター、療育センターで診断された子どものほうが多い（表 4-3-3）。  
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ダウン症 19 32 15 0 66 0 0 0 0 0 65 0 0 0 0 1 66 13.1
発達遅滞 9 32 16 0 18 14 13 10 0 2 36 7 1 3 7 3 57 11.3
発達障害 18 103 64 0 8 40 70 63 0 4 67 43 18 29 21 7 185 36.6
身体障害 15 13 13 0 29 6 0 0 0 6 37 0 0 1 1 2 41 8.1
障害未確定 25 45 9 0 5 22 21 11 3 17 18 21 5 4 16 15 79 15.6
その他 8 7 4 0 10 3 4 1 0 1 15 1 0 1 0 2 19 3.8
重複障害 11 24 15 0 35 9 1 2 0 3 46 2 1 0 1 0 50 9.9
無記入 0 4 3 1 1 0 1 1 0 5 2 1 0 0 0 5 8 1.6




表 4-3-2 障害の診断を受けた機関 
 療育施設、保育施設、福祉サービス等の











う回答が最も多かった（表 4-3-7）。  




次に多いのが「日中一時支援の利用」であった（表 4-3-8）。表 4-3-9 は、親への
第 4章 子育て初期における障害児の親の社会的支援ニーズ(2) 
 




















































             
 









第 4章 子育て初期における障害児の親の社会的支援ニーズ(2) 
 





































1 子どもの障害を診断・指摘された時の説明 51 205 150 41 38 75 0.17
2 障害に関して受けた医療 78 242 104 28 37 238 0.53
3 風邪や歯の治療等の際の障害への配慮 85 255 90 24 33 287 0.63
4 乳幼児集団健診 23 137 157 93 82 -160 -0.39
5 障害に関する市町村の相談窓口の対応 53 177 105 69 89 40 0.10
6 児童相談所で相談された時の対応や助言 62 164 49 41 178 157 0.50
7 療育施設等の満足度 270 195 26 4 6 701 1.42
8 保育園の満足度 47 80 44 26 293 78 0.40
9 保育園と療育施設等との「並行通園」の満足
度
25 54 17 2 390 83 0.85
10 児童デイサービス等の満足度 43 41 11 2 390 112 1.15
11 福祉サービスの満足度 62 180 39 6 200 253 0.88
12 小学校の就学に関する相談・支援の満足度 25 69 28 10 351 71 0.54




表4-3-10   専門機関・サービス等の満足度
 
表 4-3-8 福祉サービスの利用（MA）   表 4-3-９ 「親への支援」の利用（MA） 
 
              N＝505 
２）「専門機関」のサービス・支援等に関する親の満足度  
表 4-3-10 は、幼児期の障害児をもつ親が「受けた」「利用した」サービス・支
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（２）自由記述のキーワードの抽出とコンコーダンス検索  
 １）自由記述欄の基本データ  
 表 4-3-11 は、有効サンプル数、文字数やキーワード数といった基礎データで
ある。１サンプル（1 人の回答）の平均が、少ない欄で 67、多い欄は 195 文字等
である。この数値に記号が含まれるとはいえ、厚みのあるとなったと考える。  















①有効サンプル数 296 313 268 184
②総処理文字数 57826 38763 28733 12248
③一サンプル平均文字数 195 124 107 67
④分かち書き 30327 20073 15500 6555
⑤キーワード 7300 5161 3744 1723
⑥キーワード異なり要素数 1840 1316 1106 544  
                        
 ４つの自由記述欄における頻出キーワードの一覧は、表 4-3-12 のとおりであ
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健診 105 先生 121 不安 65 情報 34
病院 73 相談 79 学校 62 参加 29
先生 70 保健師 73 将来 59 自分 27
相談 57 医師 55 発達 59 相談 25
療育施設 48 療育施設 58 施設 44 お母さん 23
私 41 アドバイス 45 心配 40 気持ち 17
保健師 39 リハビリ 56 支援 38 療育 16
市 38 先生方 43 小学校 37 施設 15
自分 38 療育センター 26 生活 35 先輩 15
療育センター 37 発達 37 相談 33 ママ 13
保育園 36 自分 34 療育 31 勉強 13
診断 34 病院 32 情報 25 参考 12
紹介 32 理解 32 普通 25 成長 10
医療 31 説明 31 先生 24 病気 10
不安 28 不安 29 自分 23 楽 9
リハビリ 24 保育園 28 病院 23 共感 9
医師 24 家族 27 言葉 21 アドバイス 8
検査 24 安心 20 成長 21 福祉 8
手帳 24 改善 20 進路 20 安心 7
幼稚園 23 市 20 リハビリ 17 交流 7
サービス 22 紹介 20 幼稚園 17 将来 7
受診 21 情報 20 就学 16 お互い 6
小児科 20 健診 18 大人 15 みんな 6
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児童相談所 18 病気 16 保育園 15 経験 6
窓口 17 サービス 15 学級 14 大変 6
福祉 17 お母さん 13 通園 14 学習会 5
情報 15 検査 12 サービス 13 共有 5
様子 15 診断 12 センター 13 不安 5
通園施設 14 成長 12 自立 12
アドバイス 14 ママ 10 対応 12
感謝 14 親子通園 10 サポート 11
専門 14 相談員 10 就職 10
保健所 13 訪問 10
デイサービス 11 友達 10
診察 11 幼稚園 10
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２）自由記述 A.専門機関の支援等の満足度  
 ①「乳幼児集団健診」について  
自由記述Ａ .において、最も高く出現したキーワードは「健診」（一般的に略さ
れる）、いわゆる「乳幼児集団健診」であった。個別健診を行う自治体も徐々に増
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表 4-3-12 でキーワードの上位に位置した「相談」を勘案しながら、表 4-3-10
において、２番目に満足度が低かった「障害に関する市町村の相談窓口の対応」
の理由・状況を把握するために、「市町村」「市役所」のキーワードで検索した文
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３）自由記述Ｂ .専門職等の支援について  
①頻出キーワードと属性の関係性  
この設問は、有効サンプル数が 313 と、４つの設問の中で、最も回答者数が多














都市のインフォーマルな支援があるのではないかと考えられた。   
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先生 155 67 88 103 52 35 81 39
相談 79 38 41 ○57 22 19 43 17
保健師 73 ○48 25 46 27 17 ○42 14
リハビリ 56 30 26 36 20 16 23 17
医師 55 23 32 38 17 12 29 14
アドバイス 45 13 32 ○32 13 13 20 12
療育施設 44 22 22 27 17 10 26 8
発達 37 15 22 26 11 9 19 9
病院 32 14 18 21 11 8 18 6
理解 32 21 11 20 12 3 15 14
説明 31 17 14 17 14 6 19 6
不安 29 13 16 20 9 ○9 17 3
保育園 28 16 12 19 9 6 16 6
家族 27 ○18 9 16 11 5 18 4
療育 24 9 15 17 7 5 14 5
療育センター 22 3 ○19 13 9 10 6 6
安心 20 7 13 13 7 4 8 ○8
紹介 20 12 8 11 9 6 10 4
情報 20 9 11 15 5 5 11 4
健診 18 11 7 11 7 2 10 6
福祉 17 9 8 9 8 5 8 4
病気 16 7 9 13 3 7 4 5
サービス 15 9 6 6 9 3 8 4
お母さん 13 6 7 4 9 5 6 2
連絡 13 8 5 10 3 4 8 1
診断 12 6 6 7 5 4 6 2
成長 12 4 8 8 4 1 4 7
支援 11 8 3 6 5 1 10 0
ママ 10 5 5 6 4 1 7 2
親子通園 10 0 10 9 1 2 6 2
相談員 10 4 6 7 3 1 7 2
訪問 10 6 4 8 2 2 6 2
友達 10 3 ○7 4 6 3 7 0
幼稚園 10 5 5 8 2 2 6 2
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表 4-3-16 キーワード「先生」が含まれる文脈 
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i. 5 3  将来の事が全く分からないので 不安 で気がかりです。
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第 4 節 ２調査の比較 
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     表 4-3-21 「親亡き後」と関連する記述（2012 年調査）  
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障害種別 1．知的障害 2．自閉 3．肢体不自由 4．視覚障害 5．聴覚障害 6．その他
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 第 2 章から第 4 章において「分類」、「統合」された親たちの〈主張のエッセン
ス〉、〈フレーズ〉および、それらを手がかりにした文脈探索によって得られた〈文
脈〉を統合した結果、障害児をもつ親（家族）の社会的支援ニーズは、以下のよ
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表 5 障害児をもつ親の社会的支援ニーズ：親のニーズの統合  
 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































していることなどの共通事項がある。20 歳代の親から 80 歳代の親まで半世紀以
上の差があるにもかかわらず、問題の本質が変わっていない。 























































次の３大分類 10 類型のニーズをより一般的な表現にしてみる。  












































































































         
             
課題と展望 
 




















十全なメンバーシップが与えられないのだ。それで正義が実現された社会と言えるのか？   
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